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要旨
本研究は，看護学生の情動知能の発達が入学年度によって異なるかを明らかにするため，異なる 2 つの入
学年度の看護学生の 1 年次・2 年次の情動知能尺度得点の比較および関連する性格特定・Self-Esteem の
程度の比較を行った。小出水ら（2015）・野村ら（2015）と同一の 4 年制看護大学かつ入学年度の異なる
学生を対象に，EQS（内山ら , 2001），日本語版 Ten Item Personality Inventory（TIPI-J; 小塩ら , 2012），
および R 式 SE 尺度（菅，1980）を，1 年次と 2 年次の 2 回にわたり実施した。その結果，全体的な得点
分布としては小出水ら（2015）・野村ら（2015）と大きな違いが認められなかった一方で，情動知能と性
格特性においては入学年度による学生の質の違いがいくつか認められた。Self-Esteem は，入学年度によ
る違いが認められなかった。これらの結果と今後の展望について考察を行った。
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問題
　看護実践においては，看護師が患者の状況に身
を置き「わかってあげること」「一緒にいること」

「尽くすこと」「条件を整えること」「信念を維持
させること」など共感的・受容的な行為が看護の
Caring（気づかい）の第一義的行為として重要で
ある（Benner &　Wrubel, 1999 難波訳，1999）。
共感や愛他心を含め，感情に関する機能は，情動
知能（Emotional Intelligence; Salovey & Mayer, 
1990）と呼ばれており，看護学生の教育過程に
おいて高い情動知能を醸成することが必要である

（菅，2010）。
　情動知能の測定のうち自己報告式の尺度に
は，ESCQ（Emotional Skills & Competence 
Questionnaire; Takšić et al., 2009） や WLEIS

（Wong and Law EI Scale; Wong & Law, 2002）
などいくつかの尺度が開発されている。看護学生
を対象に情動知能の発達を検討した先行研究で
は，内山ら（2001）が標準化した EQS（Emotional 
Intelligence Scale）がしばしば用いられており，
学年進行に伴って，情動知能の尺度得点が上昇す
る学生と下降する学生の両方がいることが明らか
にされている（中島ら，2012；宇津木ら，2013）。
こうした発達の個人差の背景にあるメカニズムを
明らかにすることは，看護学生の情動知能の育成
を考えるうえで重要な研究課題である。
　筆者らは情動知能に関連する要因として，Self-
Esteem と性格特性に着目し，看護学生を対象に
縦断研究を行っている。他者を支援するために
は，自己についての基本的な自信や安定感すなわ
ち Self-Esteem が必要であり，看護学生は愛他行
動として行う看護ケアを高く評価される経験を通
して Self-Esteem を高揚させ援助への積極的な動
機づけにつながると予想した。小出水ら（2015）
は，情動知能と Self-Esteem との関連を調べ，少
なくとも 4 年制看護大学の 1 回生では，情動知能
と Self-Esteem との間に弱い正の相関がみられる
ことが多いことを示した。同時に，情動知能のう
ち共感性は Self-Esteem と弱い負の相関の傾向を
示すことも明らかになった。さらに，野村ら（2015）
は個人差として 5 因子型性格特性に着目し，小出
水らと同一の 4 年制看護大学学生を対象に 1 年次
から 2 年次の学年進行にともなう情動知能の変化

と性格特性との関連を検討している。
　しかしながら，小出水ら（2015）・野村ら（2015）
のいずれにおいても，ある 1 学年の学生のみを対
象としているため，得られた結果が看護学生の情
動知能の発達の特徴とみなしてよいのか，その学
年の特性なのか，切り分けることが困難である。
情動知能の発達には実際の対人コミュニケーショ
ンの経験が大いに関係すると考えられるため，同
一の大学でも入学年度が異なれば情動知能の発達
の仕方に差異が生じる可能性がある。実際，風岡・
川守田（2005）では，同じ看護短期大学の学生を
対象に縦断研究と横断研究を組み合わせて結果を
比較し，入学年度による学生の集団的特性がある
ことを示唆している。そこで本研究では，小出水
ら（2015）・野村ら（2015）と同一の看護大学で
入学年度の異なる学生を対象に，小出水ら（2015）・
野村ら（2015）を追認することを目的とした。

方法
参加者　小出水ら（2015）および野村ら（2015）
と同一の 4 年制看護大学看護学科において，小出
水ら（2015）・野村ら（2015）の調査対象者の翌年（以
下，201X+1）に入学した学生のうち同意の得ら
れた 92 名を対象とした。1 年次の 5-6 月，および
2 年次の 5-6 月に調査を実施し，2 回ともに有効
回答の得られた 63 名（女子学生 51 名，男子学生
12 名）を分析対象とした。なお調査は無記名で
実施した。各参加者には出身小学校・出身中学校
の頭文字，誕生月，携帯番号の末尾を組み合わせ
て暗号化した ID を作成してもらい，1 年次のデー
タと 2 年次のデータを照合した。

材料　以下の 3 種類の自記式質問紙を使用し，そ
れぞれの検査マニュアルに従って採点し得点化し
た。まず，情動知能の測定には EQS（Emotional 
Intelligence Scale; 内山ら , 2001）を使用した。こ
れは自己対応領域，対人対応領域，状況対応領
域の 3 領域全 65 項目に「まったくあてはまらな
い（0 点）」から「非常によくあてはまる（4 点）」
までの 5 件法であり，得点範囲は 3 領域いずれも
0-84 点であった。次に性格特性の測定には TIPI-J

（日本語版 Ten Item Personality Inventory; 小塩
ら , 2012）を使用した。これは，10 項目で構成
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され，Big Five の 5 次元（外向性，協調性，勤
勉性，神経症傾向，開放性）について「全く違う
と思う（1 点）」から「強くそう思う（7 点）」ま
での 7 件法で測定する尺度であった。得点範囲は
2-14 点であった。最後に，Self-Esteem の測定と
して R 式 SE 尺度（菅，1980）を使用した。これ
は Rosenberg（1965）に採点法等の改訂を加えて開
発され，10 項目の質問に 4 件法で回答する。得点
範囲は 10-40 点であった。

手続き　1 年次，2 年次ともに授業時間を利用し
て 13-33 名の小集団形式で実施した。1 回あたり
の所要時間は 20 分程度であった。

倫理的配慮　本研究は関西看護医療大学倫理審
査委員会の承認を得て実施された。研究協力者に
対しては，研究の目的や方法，自由意思に基づく
参加であること，成績に関係しないこと，途中辞
退が可能であること，研究協力の可否による不利

益がないこと，プライバシーは保持されること，
データは研究以外の目的では使用しないこと等の
説明を書面と口頭で行い，同意を得た。

分析　統計処理には統計ソフトウェアR version3.2.1
を使用した。尺度間の相関には Pearson の積率相関
係数を用いた。入学年度・性別・調査年次の効果の
検討には分散分析を使用した。

結果
　はじめに，（201X+1）年度入学生の各尺度項目
について基本統計量，および各尺度得点の 1 年次
-2 年次間の相関を男女別に算出し，表 1 に示した。
女子学生の尺度得点は 1 年次 -2 年次間での相関
が中程度以上に高く，比較的安定していることが
うかがえた。一方男子学生では，EQS の自己対
応領域・対人対応領域において 1 年次 -2 年次間
の相関が弱い傾向にあった。
　次に，男女別・調査年次別に見た尺度間の相

表 1．（201X+1）年度入学生の基本統計量および 1年次 -2 年次間の相関
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関を表 2 に示した。EQS の下位尺度間の相関は、
学生の性別や調査年次に関わらず中程度または高
い正の相関を示した。EQS の下位尺度と TIPI-J・
Self-Esteem との相関は，学生の性別・調査年次
に共通する傾向と，そうでない傾向の両方が認め
られた。自己対応領域得点は、女子 1 年次の勤勉
性・神経症傾向とはほぼ無相関であるのに対して
女子 2 年次において、勤勉性の間に中程度の正の
相関（r = .38, p <.05），神経症傾向との間に中程
度の負の相関（r = -.36, p <.05）があった。男子
1 年次では自己対応領域と勤勉性との間に中程度
の負の相関（r = -.46, p >.10）があったが 2 年次
では無相関になった。対人対応領域得点は、男子
学生において，1 年次・2 年次とも外向性との間
に中程度の正の相関があった（それぞれr = .42, 
p >.10；r = .43, p >.10）が、女子学生では弱い正
の相関のみ認められた。状況対応領域得点は、学
生の性別・調査年次にかかわらず状況対応領域得点
と外向性得点の間に中程度から高い正の相関が認
められた（r = .45 ～ 79, ps <.05）。また女子 1・2 年
次および男子 1 年次では Self-Esteem と中程度の正
の相関を示した。
　最後に、201X 年度入学生のデータ（小出水ら，
2015；野村ら，2015）と比較検討するため，各尺
度の得点について，入学年度（201X 年度入学・
201X+1 年度入学）と性別（女子学生・ 男子学生）
を被験者間要因とし，調査年次（1 年次・2 年次）
を被験者内要因とした 3 要因分散分析を行った。
結果を表 3 に示す。
　EQS については，対人対応領域・共感性・愛
他心の 3 項目において入学年次ｘ性別ｘ調査年次
の交互作用が有意であった。このため，この 3 項
目については 201X 年度入学生と（201X+1）年
度入学生の両群について，性別ｘ調査年次の 2 要
因分散分析を行った。その結果，対人対応領域に
おいては，201X 年度入学でも（201X+1）年度入
学でも，調査年次の主効果が有意（それぞれ，F

（1, 68）=4.30, p <.05; F（1, 61）=7.42, p <.01）で
1 年次に比べ 2 年次で点数の低下が見られたこと
を示した。さらに（201X+1）年度入学生は性別
と調査年次の交互作用についても有意傾向であっ
た（F（1, 61）=2.99, p <.10）。次に共感性につい
ては，（201X+1）年度入学生でのみ，性別の主効

果と調査年次の主効果が有意であった（それぞれ，
F（1, 61）=7.92, p <.01; F（1, 61）=5.97, p <.05）。
愛他性については，201X 年度入学生では調査年
次の主効果のみ有意であった（F（1, 68）=7.62, p 
<.01）。しかしながら（201X+1）年度入学生では，
調査年次の主効果（F（1, 61）=11.80, p <.01）の
ほか，性別と調査年次の交互作用についても有意
傾向であった（F（1, 61）=3.46, p <.10）。
　性格特性については，勤勉性において入学年次
と性別の交互作用があったため，下位検定を行っ
た。その結果，男子学生において入学年次の単純
主効果が有意であり（F（1, 128）=4.68, p <.05），
201X 年度入学生よりも（201X+1）年度入学生の
方が勤勉性が高いことが明らかになった。

考察
　本研究では，看護学生を対象に入学年度による
情動知能・性格特性・Self-Esteem の程度の違い
を検討した。その結果，全体的な得点分布として
は大きな違いが認められなかった一方で，入学年
度による学生の質の違いも情動知能と性格特性に
おいて，いくつか認められた。Self-Esteem は，
入学年度による違いが認められなかった。
　EQS の得点について，入学年次の主効果が有
意になった項目はなく，全体的な得点分布とし
ては，201X 年度入学と（201X+1）年度入学の学
生の間に大きな違いが認められなかった。一方
で，EQS の対人対応領域では入学年次を含めた
交互作用が有意になり，入学年度による学生の
質の違いがあることを示唆する結果も得られた。

（201X+1）年度入学においては，201X 年度入学
と同様に 2 年次で愛他心の低下がみられた。この
結果は宇津木ら（2013）とも一致した。本研究の

（201X+1）年度入学生においては，愛他心の低下
に加えて，共感性においても 1 年次から 2 年次に
かけて得点が低下した。対人対応領域における得
点の低下という意味においては，については，野
村ら（2015）と整合性のある結果であると言える。
　なぜ 2 年次で対人対応領域得点の低下がみられ
るのか，その理由にはいくつかの可能性が考え
られる。一つは，自己の情動知能を評価する際
の要求水準が，実際の発達の程度よりも高くなっ
た可能性である。小玉ら（2014）は医療・福祉系
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の学生と社会人（看護師・介護士）の比較を行っ
ている。その結果，学生の方が社会人よりも情動
スキルの自己評価が高いのとは対照的に，感情語
彙の質や心情の読み取りといった実際の情動スキ
ルでは社会人の方が高成績であることを明らかに
している。小玉らの調査対象者と同様に本研究の
看護学生も，1 年次には「他者の感情が十分に理
解できていないことすら分からない」状態にあ
り，1 年次から 2 年次にかけて，情動知能を発達
させると同時に自己の情動知能を評価するスキル
を向上させるため，見た目上得点が低下する結果
となる。もう一つは，他者のネガティブな感情に
対して共感性や愛他心を高く保持することは，自
分自身が情緒的に消耗するリスクとなるため，共
感性や愛他心の発揮を抑制したという可能性で
ある（Gleichgerrcht & Decety, 2013; 宇津木ら，
2013）。
　情動知能と性格特性との相関については，野村
ら（2015）に一致する点・不一致の点の両方が
あった。たとえば，自己対応領域と開放性の正の
相関や，状況対応領域と外向性の正の相関，状況
対応領域と神経症傾向との負の相関などは野村ら

（2015）と一貫していた。今後はデータの蓄積を
行いつつ，学生の個人差との関連を考慮した看護
学生の情動知能の発達の軌跡を明らかにすること
が望まれる。

　平井・橋本（2011）は看護短期大学生を対象に
EQS を実施し，状況コントロール等において男
子学生の方が女子学生よりも高得点であったこと
を報告しているが，本研究では，いずれの入学年
度の学生でもそうした傾向は認められなかった。
本研究では共感性において性別の有意傾向が認め
られたが，これは女子学生の方が高得点であった
ことを反映している。平井・橋本（2011）と本研
究のいずれにおいても男子の学生数が限られてい
ることから，両研究の結果の相違は，看護学生の
個人差の影響によるところが大きかった可能性が
考えられる。学年間の得点の相関に着目すると，
先行研究では最低でもr =.47（宇津木ら，2013）と
報告され，本研究でも女子学生では中 - 高程度の正
の相関を示した。これらのデータと比較すると本
研究の男子学生の回答は，EQS の自己対応領域・
対人対応領域において 1 年次と 2 年次の得点の相
関が高くなく，何らかの誤差の混入や，回答する
際の基準の不安定さがあった可能性が示唆される。
　本研究では，性格特性についても性差が認めら
れた。性格特性のうち勤勉性において入学年度
と性別の交互作用があり，男子学生では 201X 年
度入学生よりも（201X+1）年度入学生の方が勤
勉性が高いことが明らかになった。上述の議論
と同様に，男子学生の人数が限られているうえ，

（201X+1）年度入学生は勤勉性得点の 1 年次 -2

表3．入学年度・性別・調査年次を独立変数、各尺度得点を従属変数とした3要因分散分析の結果（F 値・p 値）
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年次間の相関がほぼ無相関であり，今後のデータ
の蓄積が期待される。この他にも，いくつか性差
が確認された。まず本研究では入学年度によらず
一貫して，女子学生の方が男子学生よりも外向性
が高かった。これは Feingold（1994）のメタ分析
の結果に一致する。一方，一般的な性格特性の性
差と，本研究の結果が異なることも明らかになっ
た。一般に女性より男性の方が調和性が高いこと
が報告されている（Feingold,1994；Nettle, 2007 
竹内訳 2009）が，こうした傾向は本研究では確
認されなかった。さらに Self-Esteem においても，
一般には，わずかながら男性の方が高いことが報
告されるが（Feingold,1994；Kling, etal., 1999），
本研究では性差が認められなかった。男子学生が
女子学生と同等に高い調和性を持つことや，女子
学生が男子学生と同等に高い Self-Esteem を持つ
ことは，対人援助職である看護師を目指す学生と
して適応的と考えられる。本研究の結果は看護学
生の特性を表すものと考えられるかもしれない。
　Self-Esteem と 情 動 知 能 と の 関 連 に つ い て，
201X 年度入学生では，Self-Esteem と EQS の共
感性因子との間に弱い負の相関が認められるこ
とを明らかにした（小出水ら，2015）。これに対
し，（201X+1）年度入学生では，男女ともに 1 年
次に弱い負の相関を示したが，2 年次女子でほぼ
無相関になるなど結果が一定しなかった。相関が
ないというよりは，Self-Esteem が高いと同時に
情動知能も高いという適応的な状態にある場合
や，Self-Esteem の低さが対人対応領域における
情動知能の高さにつながっている場合（小出水ら，
2015）など，Self-Esteem と情動知能の関連のし
かたが複数存在し，それらが混在している可能性
が考えられる。相関の有無を確認するだけでなく，
その背後の心理過程について検討することが今後
の課題として残されている。
　本研究の対象となった看護学生たちは，2 年次
後期に成人看護学実習，3 年次に領域別臨地実習
を経験する。看護実践を通して多種多様な患者と
のコミュニケーションを経験することによって，
情動発達はどのような成長を遂げるのか。先行研
究では，EQS の得点がいったん低下したのち，4
年次で得点が上昇する例も明らかにされている

（宇津木ら，2013）。本研究の看護学生たちの今後

の成長と発達が期待される。
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